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■ 1 　 基本理念

■ 2 　 基本目標と 施策の方向

第 2 章 目指す広瀬川の姿と 目標
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1 　   基本理 念

　 プラ ンの目指す広瀬川の姿と し て、 次の三つの理念を広瀬川創生に向けた基

本理念に位置付けま す。
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基 本 理 念 と  基 本 目 標

悠久の流れ・ 広瀬川の

自然環境の保全

広瀬川と 共生する

暮らし の発見と 創出

市民による 連携と

市民と 行政と の協働

ⅳ 河川への関心向上

ⅴ 市民協働の仕組みづく り

ⅱ 河川と 共にある 暮ら し の実現

ⅲ 治水・ 利水・ 親水の推進

ⅰ 河川環境の保全と 向上

基 本 理 念 基 本 目 標

I

II

III



ー 2 2 ー

　 仙台市の市街地は広瀬川中流域の河岸段丘上に発達し 、 豊かな自然と 瀬や

淵がある など 、 他の都市にはない特長があり ま す。

　 市民が広瀬川のこ う し た特長を 知り 、 広瀬川に育ま れた恵みを 感じ る こ と

によ り 、 市民主体によ る 環境保全の取組みにつながり ま す。 こ う し た流れが

市民によ る 「 自然の恵みを育む“ ふる さ と の川” づく り 」 と なり ま す。

基本理念
悠久の流れ・ 広瀬川の自然環境の保全

～自然の恵みを 育む“ ふる さ と の川” づく り ～
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広瀬川と 仙台市の市街地

I



ー 2 3 ー

基本理念
広瀬川と 共生する暮らし の発見と 創出

～治水・ 利水・ 環境のバランスがと れた川づく り・ まちづく り ～

　 広瀬川は動植物を 育む自然を 有し ている だけでなく 、 生活用水や農業用水

など にも 利用さ れ市民生活に欠かせないも のと なっ ていま す。

　 ま た、 広瀬川と 共にある 安全で安心な市民生活の実現には治水、 利水、

そし て環境の３ つの要素が重要です。

　 ３ つの要素いずれかのみを 重視する のではなく 、 関係者で協働し 要素間の

バラ ン ス を 図り ながら 、 広瀬川が市民の身近な存在である こ と を 認識し 、 広

瀬川の魅力を 最大限発揮する よ う 流域総合水管理※の考え方を 踏ま えつつ、

仙台市のま ちづく り のための川づく り に取組んでいき ま す。

令和6 年8 月3 0 日に閣議決定さ れた 「 水循環基本計画」 において 位置づけ ら れた 、 治水に加え 、 水利用・

環境についても 、 流域のあ ら ゆる 関係者が協働し 、 「 水災害によ る 被害の最小化」 「 水の恵みの最大化」

「 水でつながる 豊かな環境の最大化」 の実現を 図る 考え方のこ と 。

【 出典】 内閣官房水循環政策本部事務局ホーム ページ掲載資料よ り

　 　 　 　   （ h ttp s://w w w .ca s.g o .jp /jp /se isa ku /m izu _ ju n ka n /a b o u t/p d f /r 0 60830 _ g a iy o u .p d f ）

「 流域総合水管理」 の考え方（ イ メ ージ）

健全な水循環の確保

あら ゆる関係者による

流域治水

〔 　 　  〕水災害による

被害の最小化

あら ゆる関係者による

水利用

〔 　 　     〕水の恵みの最大化

あら ゆる関係者による

流域環境の健全

〔 　 　  　 〕水でつながる豊かな

環境の最大化

▲

健全な水循環の確保

健全な水循環を確保するため

「 流域総合水管理」 の考え方で流域マネジメ ント を推進
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※

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/mizu_junkan/about/pdf/r060830_gaiyou.pdf
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　 多く の市民が広瀬川に親し んでいく ためには、 仙台市の取組みだけでは十

分と は言えず、 仙台市と 市民が協働によ り 取り 組み、 さ ら に広瀬川に関わる

市民同士の連携も 深めていく 必要があり ま す。

　 広瀬川は市民生活の近く にある 分、 川への関わり 方や考え方は市民ひと り

ひと り によ っ て多種多様です。 その多様な価値観や思いを 互いに尊重し なが

ら 協働でき る よ う な仕組みを 作っ ていき ま す。

基本理念
市民による連携と 市民と 行政と の協働

～互いを尊重し た協働の仕組みづく り ～
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広瀬川１ 万人プロジェ ク ト 河川・ 海岸一斉清掃

III
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2 　   基本目標と 施策の方 向

　 三つの基本理念に基づき 以下の５ つの基本目標を 定めま す。 さ ら に、 こ の

基本目標を 達成する ための具体的な施策の方向性を 示し 、 こ の方向性に基づ

く 取組事業を市民協働によ り 推進し ていき ま す。
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悠久の流れ・ 広瀬川の自然環境の保全
～自然の恵みを育む“ ふるさ と の川” づく り ～

基本目標 施策の方向

基本理念

ⅰ 河川環境の保全と 向上
① 広瀬川流域の自然環境の保全

② 広瀬川の清流の保全

基本理念 広瀬川と 共生する暮ら し の発見と 創出
～治水・ 利水・ 環境のバランスがと れた川づく り・ まちづく り ～

基本目標 施策の方向

ⅱ 河川と 共にある暮ら し の実現
③ 広瀬川の健全な水循環の推進

④ 広瀬川に関する学びの推進

基本理念 市民による連携と 市民と 行政と の協働
～互いを尊重し た協働の仕組みづく り ～

基本目標 施策の方向

ⅳ 河川への関心向上
⑧ 市民への情報発信

⑨ 広瀬川に関する催し の実施

基本目標 施策の方向

ⅴ 市民協働の仕組みづく り
⑩ 市民参画型事業の推進

⑪ 市民活動や団体の支援

基本目標

施策の方向

ⅲ 治水・ 利水・ 親水の推進

⑤ 安全安心な川づく り の推進

⑥ 広瀬川の水の有効な利活用

⑦ 水辺空間を楽し める取組みの推進
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基本目標 : ⅰ  河川環境の保全と 向上

施策の方向 ① 広瀬川流域の自然環境の保全

　 自然や生物と ふれあい、 その魅力と 大切さ について学ぶ機会をと おし て河川

環境に対する 市民の理解や関心を深め、 広瀬川流域における 動植物など豊かな

自然環境を保全し ま す。

　 例： 多自然川づく り ※や水生生物の観察学習、 河川愛護会等によ る 外来種植

　 　 　 物調査など

❸

① 竜ノ 口堰堤の切欠き 魚道　 ② カ ジカ ガエル観察会

施策の方向 ② 広瀬川の清流の保全

　 河川環境を保全する 取組みによ り 、 水生生物などの棲みかであり 、 水道やか

んがいなど様々な目的で利用さ れている 広瀬川の清流を保全し ま す。

　 例： 下水道の整備、 広瀬川の清流を守る 条例によ る 保全

　 　 　 公園愛護協力会や河川愛護会によ る 除草、 清掃作業など

❶ ❷❶ ❷
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※自然環境や周辺景観な ど と 調和し た 川づく り を 行う こ と によ っ て 良好な 川の環境を 取り 戻し 、

　 人と 川と の関係を も う 一度作り なおし ていこ う と する 取り 組みのこ と 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 引用： 多自然川づく り のすがた／国土交通省）

　 広瀬川流域の動植物と それら を 育む豊かな自然環境、 水環境の保全につな

がる 取組みを推進し ま す。


